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イ解析あるいは定量的 PCR 解析により、硫酸基転移酵素 1B1（Sult1b1）、グルタチオン-S 転移
酵素 M1（Gstm1） 、UDP-グルクロン酸転移酵素 1A6（Ugt1a6）を含むいくつかの Nrf2 標的
遺伝子の発現低下が認められたことから、Nrf2 は、生理的条件下においても、これら遺伝子の
転写活性化に寄与している事が明らかになった。以上、本検討により、私は Nrf2 の欠失がマウ
スの行動、神経伝達物質、および脳内遺伝子発現の変化をもたらすことを見出し、Nrf2 が脳の
恒常性維持に貢献することを実証した。モノアミン系神経伝達物質は、非酵素的に酸化する過程
で活性酸素種（ROS）を生じることが知られている。脳内で発現低下が認められた Sult1b1、
Gstm1、Ugt1a6 のいずれの酵素も、モノアミン系神経伝達物質あるいはその酸化体を抱合代謝
するという報告を考慮すると、生理的条件下の脳における Nrf2 の一つの役割は、基底レベルの
解毒代謝酵素を発現させ、神経伝達物質に由来する ROS から神経細胞を保護することであると
考察された。 
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